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図4.BARWの規則
この様にBARWは少し条件を変えると､臨界点近傍の様相が著しく異な
る｡ 我々は､まず厳密にn=2場合は相転移がおこらないを示した [18]0
n=2場合は特殊な対称性がある｡また､この場合はある種の変換により1次
元系触媒反応の最も基本的なモデルに変換できる.次にCoherent異常法 (
CAM)によりn=1のBARWはDPuniversarityclassに属することが示された
【19]｡実際､精度を上げたMonteCarlo法【20】により確認されている｡とこ
ろが､nが偶数の場合 (n=2を除く)はDP予想に反するようにみえる｡実
際βはDPとは大きく異なる､しかし､この系は粒子数のparityを保存する
ため､初期状態の粒子数が奇数個ならば相転移を起こさない｡上のデータ
は初期状態の粒子数を偶数個に限定したときの値である｡つまり､DP予
想の吸収点が1個という条件に反しているのである｡最近､I.Jensen[21]
は単独消滅をルールに付け加えて､粒子数のpa山y保存性を破ることにより
DPunlversarityclassに移行することをMonteCarlo法で示した｡しかし､吸
収点の数が2個以上ならば､必ずDPuniversarityclassに属さないというわけ
ではない｡吸収点が無限個ある場合でDPuniversarityclassに属するモデル
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が報告されている [22]｡現在､どのような性質を持てばDP皿iversadty
classに属するのかを判定する基準が明確ではない.先に述べたDP予想は
もっと広い範囲に対して成立する可能性がある｡
5.繰り込み法による解析【20,23】
現在のところ､数値的には､DP予想に対する反例は見つかっていない｡
もし正しいならどのようにすれば解決できるであろうか｡近似的には繰 り
込み法を用いてある程度解析できる｡基本的なアイデアは図5(格子を円
で表し､粒子に占有されている時黒丸で示す)の様に､4個の連続した格
子を連続する2個の繰り込まれた格子とみなし､時間に関しては4ステッ
プを繰り込んで1ステップとみなす｡また､元の2個の格子上に1個でも
粒子があれば､繰り込まれた格子上にも粒子が存在するとみなす｡図6は
MonteCarlo法で操り込みを行った結果を示す｡ここでは､白円が粒子を表
す (ただし､4ステップごとに黒丸で強調されている)｡ 左端が元の時空
間での軌跡であり､1度繰り込むと右へ移る｡
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図5.操り込みの規則
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図6.MonLcCarlo法による繰り込み
繰り込まれた粒子のルールは粗視化を行う度に変化することがわかる0
理論的･にはspin系やparacolationの様に簡単には粗視化できない｡その理由
は､定常状態の形が不明であるかである｡そのために､平均場と組み合わ
さなければならない｡我々は､BARWのルールは繰り込みによりCPへ遷
移し､これがBARWがCPと同じu山versa叫 classに属する理由と考えてい
る (CP,Reggon場がDPと等価であることはJ.L.Cardy&R.L.Sugarに
より数値的にではあるが示されている)0
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6.結語
繰り込み法は､直観的には解かりやすいが､完全な解決からは程遠いも
のである｡臨界指数βの値について少し触れる｡DPはその異方性の為に
平衡系で著しい成果を修めたconformalfeildthoryが利用できない｡しかし､
CardyやBaxterらはβは有理数で表すことができ､β-199/720と予想して
いる｡以前は等方的な2次元parcolationの臨界指数の2倍であるβ-5/36と
思われていた｡どちらの指数が正しいのか､また､全く別の値を持つのか
解かっていない｡いずれにせよ､格子上の非平衡相転移 (異方性を持った
系)に対する統一的な理論が待たれる｡
数々の問題にお答えくださった香取先生と今野先生に心よりお礼申し上
げます｡また､発表の機会を与えてくださった有光教授に感謝いたします｡
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